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2008/12/12 情報教育研究集会2008

北海道大学オープンコースウェアについて

合川 正幸（北海道大学）

情報教育研究集会2008

北海道大学オープンコースウェア
（北大OCW）について

• 2005年 オープンコースウェアの実施を決定

• 2005年12月 JOCWに加盟

• 2006年4月 Webサイトを公開

• 2008年12月 58コースを公開中

北海道大学オープンコースウェア
http://ocw.hokudai.ac.jp

情報教育研究集会2008

映像資料作成

• 講義

– 全学教育「心理学実験」（2007年度）

– 水産学部専門科目「基礎乗船実習」（2008年度）

• プロフェッサービジット2008

– 札幌東高校（12/2）（香内晃・低温科学研究所所長）

– 沖縄向陽高校（12/4）（吉田文和・公共政策大学院教授）

– 室蘭栄高校（12/16）（渡部重十・理学研究院教授）

• ひらめき☆ときめきサイエンス

– 「サケは海からの贈り物」（帰山雅秀・水産科学研究院教授）

情報教育研究集会2008

歴史的講義ノート公開（2008年6月）

• 北海道大学で保管している講義ノートを公開した。

– 植物生理学 (1876)  W. S. Clark教授 / 佐藤 昌介 著

– 農学 (1877-1878)  W. P. Brooks教授 / 新渡戸 稲造著

– 植物学 D. P. Penhallow教授（推定） / 宮部 金吾著

Lectures on Agriculture (1877)
Inazo NITOBE
北海道大学大学文書館所蔵
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ミラーサイト構築（2006年12月）

• 北海道大学北京事務所内にサーバを設置し、ミラーサイトを
構築している。

情報教育研究集会2008

中国語版Webサイト公開（2008年7月）

• 留学生をアルバイトとして雇用し、中国語版Webサイトを作
成した。

北大OCW（中文）
http://ocw.hokudai.ac.jp
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Webアンケート実施（2008年10月）

• 大学の講義内容をインターネット上で公開することについて、
下記の項目に関する調査を行った。

– 社会的な認識、ニーズ

– 大学教員による資料作成・公開状況

– 資料公開に際しての障害

• 調査対象：gooリサーチ・消費者モニター

• 調査実施期間：2008年10月10日～2008年10月15日

• 調査方法：gooリサーチを利用したWebアンケート調査

• 有効回答数：1046（大学教員96名含む）

情報教育研究集会2008

調査結果ー 社会的な認識

• 設問：「各大学で行われている講義内容をインターネット上で
公開することについてどのように思いますか。」

• 結果：9割以上が肯定的な評価
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調査結果ー 社会的なニーズ

• 設問：「利用者にとってどのような点が最も重要と思われます
か」

• 結果：分かりやすさ、多様さが重要
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情報教育研究集会2008
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調査結果ー 資料作成・公開状況

• 設問：「あなたは今まで、講義資料や教材を作成し、公開した
ことがありますか。」（大学教員対象）

• 結果：8割以上が資料や教材を作成している一方、それを公
開している教員は一部に留まる

情報教育研究集会2008
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調査結果ー 資料公開に際しての障害

• 設問：「不可欠なサポートは何でしょうか。」（大学教員対象）

• 結果：著作権等の権利処理が重要

情報教育研究集会2008

今後の展開

• コースの拡充

• コース利用の促進

– 学生が北大OCWのコースを利用

– 教員が北大・他大学OCWのコースを利用

• Webサイト翻訳

– 英語、その他

• コンテンツマネージメントシステム（CMS）導入
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講義ノートの書籍化

• 「情報理論」（情報科学研究科・井上 純一 准教授）の講義
ノートが、北大OCWで公開したことがきっかけとなり、書籍化
された。

• 「情報理論」は、JOCWのサイトでも人気コースとして紹介さ
れている。

『ビギナーズガイド情報理論』
井上純一著
プレアデス出版 (2008/09)

「情報理論（2005年度）」
井上純一准教授
http://ocw.hokudai.ac.jp/Course/Faculty/Engineering/

InformationTheory/2005/


